
中学校社会科歴史的分野学習指導案 

 

1． 単元「古代」 

2． 単元計画 

「日本列島の形成」（1時間） 

「縄文時代と弥生時代」（1時間） 

「大和朝廷」（1時間） 

「聖徳太子の政治と大化の改新」（1時間） 

「律令国家」（1時間）・・・本時 

「摂関政治」（1時間） 

「天平文化と国風文化」（1時間） 

3． 本時の主題   「律令制の成立」 

4． 本時の目標 

① 律令制とはどのような構造なのか理解し、自分の言葉で説明できるようになる。 

②歴史的資料を読み取る力を身につける。 

③人々の暮らしを通じて奈良時代がどのような特色を持つ時代なのか理解する。 

 
教師の指示・発問 

教授・学習

活動 

提示 

資料 
学習内容 留意事項 

導

入 

・この歌はいつの

時代に書かれた

か？また、歌に

登場する寧楽の

都の都はどこ

か？ 
「青丹（あおに）

よし寧楽（なら）

の都は咲く花の薫

ふがごとく今盛り

なり」 小野老

（おののおゆ） 

-現代語訳- 

「青丹（あおに）

よし（枕言葉）奈

良の都は、咲く花

の色香が艶やかに

匂い映え、今真っ

盛りだ。」 

 

・この写真からわ

かることは何で

しょう。 

・この家にはどん

な人が住んでい

たのでしょう。 

T．発問する

P．答える 

 

 

 

T．説明する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T．発問する

P．答える 

 

 

T．発問する

P．答える 

 

①写真

1，和

歌（奈

良の都

の繁栄

を表す

もの）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①写真

2.大極

殿 

 

①写真

3.長屋

王邸宅

・和歌が作られ

た時代背景を

認識させる。 

・奈良時代に対

するイメージ

をわかせる。 

 

・発問に対して

予想される生

徒の答えを書

く 

 

 

 

 

 

 

 

・大きな建築物

登場など奈良

の都が繁栄し

ていたことを

認識させる。 

・都に住む貴族

は広い家に住

・自由に発言

できる雰囲

気作りの

為、和歌を

示す際はヒ

ントを出さ

ない。 

※和歌の文章

は、読みや

すいように

仮名をふっ

ておく。 

 

 

 

 

 

 

 

・歴史的資料

を読み解く

力を身につ

けさせるた

め、事項や

背景など一

つ一つ丁寧



・どのような暮ら

しをしていた

か？ 

 

● なぜ貴族は贅

沢な暮らしができ

たのだろうか？ 

 み、良い暮ら

しをしてい

た。 

 

に見る。 

展

開

1 

○ 貴族と農民の

衣食住を比較し

よう 

・図 1の写真を比

べてどのような

ことが分かりま

すか。気付いた

ことをワークシ

ート（1）に書

いてみよう。 

※貴族の衣なら衣

に注目させ深堀

させる。回答に

対して具体的に

一つ一つ丁寧に

読み取らせる。 

 

 

 

T．発問する

P．作業する

P．グループ

ワーク

（班） 

P．発表する

（クラス） 

 

 

 

 

②図 1

貴族と

農民の

衣食住

③ワー

クシー

ト(1) 

 

 

 

・貴族と農民の

生活には大き

な違いがあ

る。 

・貴族は優雅な

生活をおくっ

ているのに対

し、農民は質

素な生活をお

くっている。 

・全員の意見

を聞くた

め、ワーク

シートに考

察させる。

その後班の

中で意見交

換を行い、

クラス全体

で共有す

る。 

・グループワ

ークがスム

ーズに進行

するよう、

事前に役割

分担を明確

にしてお

く。 

展

開

2 

【仮説づくり】 

○ なぜ貴族と農

民の生活には違

いがあるのでし

ょう。理由を予

想しワークシー

ト(2)に書いて

みよう。 

【検証】 

○ 律令制ができ

たことによる社

会の変化をみて

いこう。 

・この時代の税制

度と税の流れか

ら読み取れるこ

とは何でしょ

う。グループで

話し合ってみよ

う。 

 

 

 

T．発問する

P．作業する

 

 

 

 

 

 

P.グループ

ワーク

（班） 

P.発表する

（クラス） 

T. 板書する

（貴族・農

民を 2分割

して板書） 

T.説明 

 

③ワー

クシー

ト(2) 

 

 

 

 

 

②図

2.3.4

（税に

関する

もの）

↑ 

全員に

同じプ

リント

を渡す

が班ご

とに役

割を決

 

・発問に対して

予想される生

徒の答えを書

く 

 

 

 

 

・貴族には特権

があり税が免

除されてい

た。 

・農民は経済的

に貧しく税負

担が大きかっ

た。 

・6歳以上の男

女に口分田が

支給され、国

府へ納めてい

た。 

・意見が出な

いというこ

とがないよ

うにヒント

を出す。 

・自由に予想

させ仮説を

立てさせ

る。 

・用語説明で

終わらせな

いように、

資料を一つ

一つ丁寧に

見ていき検

証してい

く。 

・税の流れを

理解するこ

とが本時の

重要部分で

あるため、

より丁寧に



 めて検

証させ

る 

1 班：

図 1等

・役割が細分化

され組織化さ

れていた。 

流れを説明

し把握させ

る。 

終

結 

● なぜ貴族は贅

沢な暮らしができた

のだろうか？ 

 

・貴族や農民にと

って律令制はど

のようなもので

あったのだろう

か。農民にとっ

て律令制下での

暮らしは幸せだ

ったのか。 

T．発問する

P．答える 

 

 

T．発問する

P．答える 

 

T．説明 

②図 5

律令制

下のピ

ラミッ

ド型構

造図 

・貴族が律令制

下で贅沢な暮

らしを享受す

る一方、農民

は重い税金に

より貧しい暮

らしを余儀な

くされた。 

・律令国家は、

土地と人を天

皇が統治する

中央集権体制

であり，ピラ

ミッド型の構

造をしてい

た。 

・貴族の贅沢な

暮らしは、農

民の労働の上

で成り立つも

のであった。 

・律令国家成

立の背景を

わかりやす

くまとめ、

説明する。 

 


